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2040年に向かう日本の大学

学長　
八木 紀一郎
Yagi Kiichiro

　

来
春
か
ら
本
学
に
は
21
世

紀
生
ま
れ
の
学
生
が
入
学

し
ま
す
。本
学
が
創
立
50
周

年
を
迎
え
る
2
0
2
5
年

に
は
、学
部
生
か
ら
大
学
院

生
の
ほ
と
ん
ど
が
21
世
紀
人

に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
。20
世
紀
の
常
識
は
通
用
し
ま
せ
ん
。社
会
は
、そ
し
て

大
学
は
ど
う
変
わ
って
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

技
術
の
進
歩
、特
に
情
報
化
の
進
展
は
恐
ろ
し
い
ば
か
り
で

す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は「
グ
ロ
ー
バ
ル・ブ
レ
イ
ン
」（
世
界
に

広
が
っ
た
頭
脳
）と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、い
ま
や
人
の
頭
脳
を
結
び

付
け
て
い
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。人
を
介
し
な
い
装
置
同
士

の
交
信・調
整（
Ｉｏ
Ｔ
）と
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
処
理
で
き
る
人
工

知
能（
Ａ
Ｉ
）の
発
展
に
よ
って
、社
会
全
体
を
覆
う
よ
う
な
サ
イ

バ
ー
空
間
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。他
方
で
、こ
れ
ま
で

人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た
家
庭
と
地
域
社
会
は
、そ
の
縮
小
と

解
体
が
進
み
、人
々
は
教
育（
保
育
）・医
療・保
健（
介
護
）な
ど

の
公
的
領
域
か
ら
、娯
楽
・
飲
食
・
観
光
な
ど
の
私
的
領
域
に

至
る
ま
で
、発
展
し
た
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
頼
ら
ず

に
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。情
報
空
間
と
社
会
制
度
を
組
み
合
わ

せ
た
新
し
い
社
会
が
生
ま
れ
始
め
て
い
る
と
いって
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

実
は
、こ
れ
か
ら
の
時
代
は
大
学
に
と
って
試
練
の
時
代
で
す
。

将
来
の
日
本
の
大
学
に
つい
て
考
え
て
い
る
人
た
ち
は
2
0
4
0
年

を
目
標
と
し
て
そ
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。試
練
は
、量
と

質
の
双
方
に
あ
り
ま
す
。

　

量
の
方
で
い
え
ば
、こ
の
年
の
18
歳
人
口
は
88
万
人
で
、今
年

と
比
べ
て
も
30
万
人
近
く
少
な
く
な
り
ま
す
。学
生
を
集
め
ら

れ
ず
維
持
で
き
な
く
な
る
大
学
が
続
出
し
か
ね
ま
せ
ん
。学
生

た
ち
へ
の
経
済
的
支
援
も
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

学
長
挨
拶

学
長
挨
拶  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
0203040607

SETSU
N
AN

　G
IRLS PRESS

（
S
G
P
）紹
介  

・・・・・

A
L
L
摂
南
大
学 

D
a
y  

・・・・・・・・・

入
試
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン 

・・・・・・・・・

後
援
会 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

奨
学
金
・
学
費
減
免
ほ
か 

・・・・・・・・・・・
1416

学
部
T
o
p 

i
c
s

　
　
法
学
部
・
外
国
語
学
部  

・・・・・・・・・

　
　
経
済
学
部
・
経
営
学
部  

・・・・・・・・・

　
　
理
工
学
部  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
　
薬
学
部
・
看
護
学
部  

・・・・・・・・・・・
09101112

情
報
教
育
支
援
・
研
究
支
援  

・・・・・・・・・
131819 17

特集 特集

摂
南
大
学
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

　
　
交
流
事
業  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

初
年
次
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム  

・・・・・・・・・・

　
　
環
境
保
全  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
　
学
生
生
活  

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中
央
教
育
審
議
会
で
も
、十
分
な
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会

を
保
証
す
る
た
め
、大
学
の
規
模
や
配
置
を
も
考
慮
し
た
検
討

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。質
の
面
で
は
、新
し
い
社
会
で
生
き
る
人

た
ち
の
た
め
の
知
識
と
能
力
を
現
在
の
教
育
体
制
の
ま
ま
で
提
供

で
き
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。急
速
に
変
化
す
る
時
代
の
中
で
は
、

丸
暗
記
型
の
知
識
は
す
ぐ
に
使
い
物
に
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

変
化
に
対
応
可
能
で
、他
分
野
に
も
通
じ
る
普
遍
的
な
基
礎

知
識
と
技
能
を
獲
得
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
世
代・

性
別・民
族・宗
教・身
体
的
能
力・経
歴
な
ど
多
様
な
個
人
的

背
景
を
認
め
合
い
な
が
ら
協
働
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

明
ら
か
な
こ
と
は
、こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
取
り
組
ま

れ
て
き
た
教
育
改
善
に
加
え
て
、学
部
・
学
科
、個
々
の
大
学

等
の
組
織
を
超
え
て
、教
育
資
源
を
活
用
す
る
方
向
で
の
発
展

が
起
こ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

の
連
携
教
育
や
学
外
実
習
、P
B
L
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、サ
イ
バ
ー
空
間
の
中
で
の
交
流・実
習
や
教
材
の
利
用
も
進
む

こ
と
で
し
ょ
う
。し
か
し
、人
格
的
な
自
立
性
を
養
わ
な
け
れ
ば
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル・ブ
レ
イ
ン
」に
飲
み
込
ま
れ
る
だ
け
で
す
。

　

突
然
で
す
が
こ
こ
で
福
沢
諭
吉
の『
学
問
の
す
す
め
』を
参
照

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。福
沢
は
そ
の
第
５
編
で
、「
学
校
と
云
い
、

工
業
と
云
い・・・・皆
是
れ
文
明
の
形
の
み
」と
断
言
し
ま
す
。こ
の

形
の
背
後
に
、「
文
明
の
精
神
」と
い
う
べ
き「
無
形
の一
物
」が

な
け
れ
ば
、学
校
な
ど
も
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ
ん
。そ
れ
は

何
か
と
問
い
掛
け
た
福
沢
は
、「
人
民
独
立
の
気
力
、即
ち

是
な
り
」と
答
え
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、本
学
が
教
育
の
理
念
に

掲
げ
る「
人
間
力
」「
実
践
力
」「
統
合
力
」と
同
じ
も
の
で
す
。

新
し
い
社
会
の
も
と
で
も
、こ
の
基
本
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。本
学

も
、新
し
い
時
代
の
中
で
も
、自
立
し
た
人
格
が
生
涯
に
わ
た
って

自
ら
の
可
能
性
を
追
求
す
る
と
い
う「
文
明
の
精
神
」を
支
え
る

存
在
で
あ
り
た
い
と
願
って
い
ま
す
。
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in
d
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x

本学では、新しい価値を創造できる主体性の高いゼミ
活動を特色としています。
例えば、街に出掛け、地域を活性化させる企画を学生
主体で考え実施するー。成功や失敗、さまざまな体験
からマーケティングに大切な考え方を身につけます。
■テーマ：地域活性化とマーケティング／経営情報学科

ゼ
ミ
活
動
か
ら



大
阪
と
同
町
の
小
学
生
57
人
と
本
学
学
生
58
人
が

佐
本
小
学
校
で
寝
食
を
共
に
し
ま
し
た
。学
生
が

先
生
役
と
な
っ
て
夏
休
み
工
作
教
室
な
ど
を
実
施

し
、1
0
0
人
を
超
え
る
三
食
の
調
理
も
担
当
。

廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
に
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
が
戻
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、過
疎
高
齢
化
で
担
い

手
が
い
な
く
な
っ
た「
佐
本
川
柱
松
」、2
3
0
年

以
上
も
続
く
お
盆
の
伝
統
行
事
を
6
年
前
に
学
生

が
継
承
し
ま
し
た
。雨
天
の
中
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、子
ど
も
た
ち
や
地
元
の
人
々
に
夏
の

思
い
出
を
届
け
ま
し
た
。

摂
南
大
学
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

交  
流
事
業

●
●
●
●

和
歌
山
県

﹁
大
学
の
ふ
る
さ
と
﹂
活
動

　

本
学
で
は
、紀
伊
半
島
の
南
端
近
く
に
位
置

す
る
和
歌
山
県
す
さ
み
町
の
活
性
化
に
貢
献
す
る

た
め
、廃
校
に
な
っ
た
山
間
部
の
佐
本
小
学
校
を

拠
点
と
し
て
和
歌
山
県「
大
学
の
ふ
る
さ
と
」活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

す
さ
み
町
と
は
８
年
前
に
連
携
協
定
を
締
結
、

年
間
を
通
じ
て
多
く
の
学
生
が
町
内
を
訪
問
し
活
動

し
て
い
ま
す
。「
高
齢
者
お
宅
訪
問
活
動
」や「
な
ん
で

も
や
る
隊
活
動
」を
継
続
し
な
が
ら
、地
域
の
人
々
を

元
気
づ
け
、学
生
の
探
究
心
や
積
極
性
が
高
め
ら

れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
活
動
を
経
て
、現
在

す
さ
み
町
役
場
職
員
と
し
て
活
躍
中
の
卒
業
生
も
い

ま
す
。本
学
の
タ
グ
ラ
イ
ン「Sm

art and H
um
an

」

に
込
め
ら
れ
た「
人
と
人
と
の
絆
」を
大
切
に
し
た

長
期
に
わ
た
る
学
生
と
住
民
と
の
温
か
な
交
流

か
ら
互
い
の
信
頼
や
絆
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

9
年
目
と
な
る
今
年
の
夏
も
、8
月
14
日
か
ら

4
日
間
、自
然
体
験「
忍
者
キ
ャ
ン
プ
」を
開
催
し
、

地

域

交

流

Exchange Program

　

2
月
、3
月
の
佐
本
地
域
で
の
お
宅
訪
問
活
動
、

5
月
の
イ
ノ
ブ
ー
タ
ン
王
国
建
国
祭
運
営
支
援
や

ニ
ン
ニ
ク
栽
培
支
援
活
動
、7
月
の
ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
運
営
支
援
な
ど
、年
間
を
通
じ

休
日
を
活
用
し
た
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

10
月
の
摂
大
祭
に
出
店
す
る
同
町
の
模
擬
店
販
売

に
は
学
生
た
ち
も
協
力
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

「
あ
が
ら※

」が

「
す
さ
み
町
」の
夏
を
盛
り
上
げ
て
9
年
目

お
盆
の
伝
統
行
事
継
承
や

子
ど
も
た
ち
と
の

自
然
体
験
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

※

和
歌
山
弁
で「
私
た
ち
」

す
さ
み
町
で
は
、

こ
ん
な
活
動
も
展
開
し
て
い
ま
す
！
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学生が継承する
「佐本川柱松」、
役場職員となった
先輩卒業生も協力

子どもたちから
「来年も来ます！
ありがとう！」
の声が

佐本地域での
高齢者
お宅訪問活動と
イノプータン王国
建国祭支援

町役場の
バスに乗り換え
佐本小学校着、
夏活動開始！

子どもたちも
カレー作りに
挑戦、
料理担当学生に
感謝！

ビルフィッシュ支援
5月には
テレビ和歌山が
活動を取材・放映



学
修
キ
ッ
ク
オ
フ・セ
ミ
ナ
ー

　「
学
修
キ
ッ
ク
オ
フ
・
セ
ミ
ナ
ー
」は
、4
月
4
日
に

実
施
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
入
学
宣
誓
式

に
引
き
続
い
て
、4
月
5
〜
7
日
の
3
日
間
に
わ

た
っ
て
行
い
ま
し
た
。大
学
に
入
学
し
た
ば
か
り
の

新
入
生
に
対
し
、

　
①
大
学
で
の
学
び
に
備
え
て
、学
び
方
を
学
ぶ
　

　
　（learn how
 to learn

）

　
②
学
部
・
学
科
の
垣
根
を
越
え
た

　
　
チ
ー
ム
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
図
る

　
③
基
礎
的
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
を

　
　
身
に
つ
け
る

　
④
協
働
学
修
を
体
験
す
る

の
4
つ
を
目
的
と
し
て
掲
げ
、在
学
生
41
人
が
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー（
進
行
役
）、教
員
21
人
が
補
助
役
と

な
り
実
施
し
ま
し
た
。

04

『
摂
南
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
教
育
』

新
し
い
初
年
次
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

チーム・ビルディングの重要性を学ぶ
　セミナーは、友人作りを兼ねたマッチングゲームなど

のアイスブレークをはじめ、グループに分かれて学生

同士でインタビューを行うなど、お互いを知り、さまざま

な価値観や考え方を持った仲間とコミュニケーションを

取ることからスタート。初めて顔を合わせて緊張気味

だった新入生の表情が徐々に明るくなり、積極的に

グループの仲間に笑顔でインタビューをする姿が目立つ

ようになりました。

　このほか、グループメンバーのお互いの持ち味を知る

ためのワークや、それぞれのメンバーの長所を話し

合い、自己理解を深めるディスカッションも実施。新入生

は学部・学科の垣根を越えたチーム・ビルディングの

重要性を学びました。

ファシリテーターの学生にも成果
　ファシリテーターの学生は、ファシリテーションの

ための研修を受講し、2カ月にわたり何度も練習を

重ね本番に備えました。新入生を指導することで

自らのプレゼンテーション能力やファシリテーション

スキルを身につけることができ、ファシリテーター

を務めた濱瀬剛さん（経営情報学科3年次）は「春

休みの期間に練習を重ねてこのセミナーに臨み
ました。このセミナーを通して、互いに摂大で
成長できればと思います」と話しました。

オ
ン
リ
�
ワ
ン
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

本
学
で
は
、2
0
1
8
年
度
か
ら

新
た
な
初
年
次
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

「
学
修
キ
ッ
ク
オ
フ
・
セ
ミ
ナ
ー
」

「
大
学
教
養
入
門
」の
２
つ
を
実
施
し
ま
し
た
。

ファシリテーターの
先輩学生が
新入生をリード

「これって
あなたの秘密ですか？」
マッチングゲームを
楽しむ新入生
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大
学
教
養
入
門

　
学
修
キ
ッ
ク
オ
フ
・
セ
ミ
ナ
ー
に
引
き
続
い
て
、

1
年
次
前
期
配
当
科
目
と
し
て
、「
大
学
教
養
入
門
」

を
開
講（
水
曜
日
3
・
4
・
5
限
）し
ま
し
た
。

　
こ
の
科
目
の
目
的
は
、大
学
生
と
し
て
の
教
養

を
身
に
つ
け
る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
で

あ
り
、す
べ
て
の
学
生
が
学
部
・
学
科
の
垣
根
を

越
え
た
グ
ル
ー
プ
で
、自
ら
主
体
的
に
知
識
を
獲
得

し
、仲
間
と
の
対
話
を
通
し
て
理
解
を
深
め
、表
現

す
る
た
め
の
技
術
等
を
修
得
す
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
科
目
で
は
、「
大
人
の
教
養
〜
日
本
と
日
本

人
〜
」「
宗
教
」「
宇
宙
」「
人
類
の
旅
路
」「
歴
史
」

な
ど
を
は
じ
め
、今
話
題
の「
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
」

や
国
連
に
採
択
さ
れ
た「
2
0
3
0
持
続
可
能
な

開
発
目
標（
S
D
G
s
）」な
ど
に
つ
い
て
、入
門
書

と
な
る
書
籍
を
A
B
D（
ア
ク
テ
ィ
ブ・
ブ
ッ
ク・
ダ
イ
ア

ロ
グ
）読
書
法
な
ど
を
用
い
て
読
み
込
み
、そ
れ
ぞ
れ

の
得
意
・
不
得
意
分
野
に
つ
い
て
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

同
士
で
助
け
合
い
な
が
ら
協
働
学
修
を
進
め
て
い

き
ま
す
。そ
れ
を
要
約
し
て
発
表
す
る
ワ
ー
ク
な
ど

を
通
し
て
体
験
的
に
学
修
を
深
め
ま
す
。

先輩である
学生スタッフが
重要な役割を
担っています！

　
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、初
め
は
書
籍
の
内
容

を
要
約
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
苦
戦
し
て
い
ま

し
た
が
、次
第
に
慣
れ
て
き
た
様
子
で
、後
半
に
は

堂
々
と
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
し

て
い
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

学びの
スイッチオン！
主体的に
学ぶ姿勢を
育みます

学修キックオフ・セミナー　アンケート集計結果

あなたは、
今日のセミナーに
積極的に取り組みましたか。

あなたは、
今日のセミナーに
満足しましたか。

あなたは、
ファシリテーター（学生スタッフ）の
はたらきに満足しましたか。

設問１ 設問2 設問3

たいへん
積極的

38.3%

たいへん
満足

73.2%

たいへん
満足

76.9%おおむね
積極的

52.3%

おおむね
満足

24.6%

おおむね
満足

21.7%

すべて受身的

2.3%

まったく
満足できない

1.0%

まったく
満足できない

0.8%
あまり

積極的でない

7.2%

あまり
満足できない

1.1%

あまり
満足できない

0.7%

　本学で
は、「いま

、摂大の
教育（学

び）が大き
く

変わる」の
スローガ

ンのもと、
学生有志（

ラーニン
グ

サポータ
ー）と協働

して大胆
なオンリー

ワンの教
育

改革を実
行してい

ます。急速
な変化を

続ける社
会

の中で、学
生たちが

それに対
応し、たく

ましく生き
て

いくために
は何が必

要か。それ
らを考えな

がら今後

もさらなる
教育改革

を進めて
いきます

。
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肯定回答率：90.6％ 肯定回答率：97.8％ 肯定回答率：98.6％

ラーニング・サポート・チーム（LST）

本学教育イノベーションセンターに、

教職員と協働して学修をサポートする学生スタッフ組織としてラーニング・サポート・チーム（LST）があります。

学生と教職員が協働する「学生のための教育改革」を推進します。
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海
外
語
学
研
修
・
文
化
体
験
研
修

　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
、夏
の
海
外
語
学
研
修
・
文
化
体
験
研
修
に

27
人
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
、そ
れ
ぞ
れ
2
〜
3

週
間
の
日
程
で
、カ
ナ
ダ
、韓
国
、タ
イ
、台
湾
、マ
レ
ー
シ
ア
の
5
コ
ー
ス
で
海
外

研
修
を
経
験
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、カ
ナ
ダ
で
は
、バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
17
日
間
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、昼
は
語
学
学
校
に
通
う
英
語
漬
け
の
コ
ー
ス
で
、

学
生
た
ち
は
出
発
日
ま
で
の
間
、英
語
の
強
化
授
業
を
実
施
し
、現
地
で
の
研
修

効
果
を
よ
り
高
め
て
い
ま
し
た
。韓
国
、台
湾
、タ
イ
で
は
、語
学
研
修
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、現
地
で
の
文
化
体
験
や
協
定
校
と
の
学
生
の
交
流
な
ど
も
行
い
、派
遣

先
の
国
々
の
よ
り
深
い
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
新
設
の
マ
レ
ー
シ
ア
研
修
で
は
、多
文
化
共
生
を
テ
ー
マ
に
、現
地
学
生

と
の
交
流
、企
業
訪
問
、村
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
を
体
験
し
ま
し
た
。多
文
化

社
会
の
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
、学
生
た
ち
は
異
文
化
に
つ
い
て
、そ
し
て
現
地
学
生

と
の
交
流
を
通
し
て
、英
語
の
重
要
性
を
肌
で
実
感
し
、学
び
ま
し
た
。

　

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
企
画
す
る
海
外
語
学
研
修
・
文
化
体
験
研
修
は
、

こ
れ
ま
で
に
得
た
経
験
や
成
果
を
も
と
に
、常
に
現
地
情
報
や
協
定
大
学
と
の

調
整
を
経
て
改
良
し
て
い
ま
す
。10
月
の「
摂
大
祭
」で
は
、多
数
の
保
護
者
の

方
々
や
一
般
の
学
生
を
前
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
発
表
す
る
成
果
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

短
期
の
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は

別
に
、
本
学
の
協
定
校
で
あ
る

台
湾
・
南
台
科
技
大
学
で
2
人
の

学
生
が
9
月
か
ら
1
年
間
の
交
換

留
学
生
と
し
て
長
期
海
外
留
学
に

挑
戦
し
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
参
加

し
た
学
生
は
、外
国
語
の
習
得
や

文
化
交
流
に
お
い
て
、忘
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
貴
重
な
経
験
を
し
て

き
ま
し
た
。今
回
の
2
人
も
き
っ
と

大
き
な
成
果
を
持
ち
帰
っ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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国

際

交

流

キ
�
ン
パ
ス
・

ク
リ
�
ン
・
サ
ポ
�
タ
�
が

打
ち
水
大
作
戦
を

実
施
し
ま
し
た
!!

　

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ク
リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー
タ
ー（
C
C
S
：

学
内
の
環
境
改
善
に
取
り
組
む
学
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
）が
、寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
雨
水

な
ど
を
使
っ
て
打
ち
水
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
企
画

は
、猛
暑
の
名
残
が
残
る
９
月
に
、キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
温
度
を
２
〜
３
℃
下
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施

し
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
横
で
は
恒
例
の
ゴ
ー
ヤ
カ
ー
テ
ン

を
育
て
ま
し
た
。今
年
は
暑
さ
の
た
め
生
育
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、打
ち
水
を
す
る
こ
と
で
、

元
気
よ
く
天
然
カ
ー
テ
ン
に
成
長
し
涼
し
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Environmental Protection

環  

境
保
全

調印式終了後の
記念撮影

﹁
枚
方
産
学
公
連
携

 

プ
ラ
�
ト
フ
�
�
ム
に

 

関
す
る
協
定
﹂

 
調
印
式

　

8
月
3
日
、北
大
阪
商
工
会
議
所（
大
阪
府
枚
方

市
）で
、枚
方
市
に
お
け
る
高
等
教
育
お
よ
び
地
域

活
性
化
を
目
的
と
し
た
大
学
、枚
方
市
、産
業
界
と
の

「
枚
方
産
学
公
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
関
す
る
協
定
」の
調
印
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、同
市
内
の
私
立
理
系

4
大
学
が
主
体
と
な
り
協
議
を
進
め
る

中
で
、枚
方
市
お
よ
び
北
大
阪
商
工

会
議
所
、資
生
堂
ジ
ャ
パ
ン
㈱
に
協
力

を
要
請
し
て
実
現
し
た
も
の
で
、今
年

度
は
本
学
が
代
表
校
を
務
め
ま
す
。

　

調
印
式
に
は
本
学
八
木
紀
一
郎

学
長
を
は
じ
め
、西
村
泰
志
大
阪
工
業
大
学
長
、

川
添
堯
彬
大
阪
歯
科
大
学
長
、友
田
幸
一
関
西
医
科

大
学
長
、伏
見
隆
枚
方
市
長
、亀
岡
育
男
北
大
阪

商
工
会
議
所
副
会
頭
、織
戸
誠
一
資
生
堂

ジ
ャ
パ
ン
㈱
近
畿
支
社
長
が
出
席
し
ま

し
た
。八
木
学
長
は「
枚
方
市
は
医
科
、歯
科
、

薬
学
、看
護
学
に
加
え
、情
報
学
を
設
置

す
る
大
学
が
所
在
し
、社
会
資
源
が
集
積

し
て
い
る
都
市
で
す
。大
学
・
行
政
・
産
業
界

が
手
を
取
り
合
っ
て
高
等
教
育
の
活
性
化
と

地
域
発
展
を
実
現
さ
せ
、『
教
育
と
研
究
の

ま
ち
』に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
高
大
接
続
事
業
と
し
て
4
大
学

合
同
入
試
説
明
会
や
中
高
生
大
学
体
験

事
業
、未
病
、予
防
対
策
事
業
、防
災
施
策
の

強
化
・
充
実
な
ど
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

共
同
研
究
な
ど
に
も
着
手
す
る
予
定
で
す
。

海外での学びについての相談に
お応えしています
　国際交流センターでは、海外派遣を企画・実施して
います。
　次回は2019年春の海外派遣を募集予定です。英語・
中国語の習得を中心とした各種コースを準備しています。
　これに限らず、海外で学ぶことに関していろいろな
相談に応じていますので、興味のある方はぜひ、気軽
に国際交流センターにお越しください。

左から織戸支社長、
亀岡副会頭、伏見市長、
八木学長、友田学長、
川添学長、西村学長

雨水槽から
打ち水用の雨水を
確保

本番に向けて
どれぐらい
温度が下がるか
検証
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Student Life

学  

生
生
活

最後は
全員で一緒に
盛り上がり
ました！
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積
極
的
に
関
わ
っ
て
ほ
し
い
」と
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
、

楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
、互
い
に
絆
を

深
め
て
、将
来
に
つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

第
44
回
摂
大
祭

テ
ー
マ 「JACKPOT

」

　
10
月
6
日（
土
）〜
8
日（
月
・
祝
）

　
in 

寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス

第
7
回
摂
友
祭

テ
ー
マ 「Lucky Seven Festival

」

　
10
月
7
日（
日
）

　
in 
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス

学
園
祭
を
開
催
し
ま
す
!!

　

学
生
が
主
催
す
る
年
に
一
度
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
、

「
摂
大
祭
」（
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）、「
摂
友
祭
」（
枚
方

キ
ャ
ン
パ
ス
）を
開
催
し
ま
す
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ラ
イ
ブ
や
芸
人
ラ
イ
ブ
な
ど
の

ス
テ
ー
ジ
企
画
を
は
じ
め
、模
擬
店
出
展
な
ど
地
域

の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
企
画
が
満
載

で
す
！
家
族
や
友
人
の
方
と
多
数
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
来
場
に
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「JA

C
KPO

T

」。大
当
た
り
や

大
成
功
と
い
っ
た
意
味
を
持
ち
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
と
一
味
違
っ
た
企
画
を
予
定
し
、

来
場
者
へ「
今
年
の
摂
大
祭
は
大
当
た
り
だ
」と

感
じ
て
も
ら
え
る
学
園
祭
を
実
施
し
ま
す
。

に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
に
幸
運
が
訪
れ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
医
療
系
学
部
の
特
長
を
活
か
し
た
学
園

祭
に
し
よ
う
」と
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
お
り
、医
療

に
対
し
て
驚
き
や
新
た
な
発
見
を
提
供
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

オリエンテーリングでは、
鉢伏山に登り
親睦を深めました

久保文化会本部
顧問の講演を受ける
フレッシュマンたち

第
39
回

フ
レ
�
シ
�
マ
ン
キ
�
ン
プ
を

開
催
し
ま
し
た

　

体
育
会
本
部
と
文
化
会
本
部
主
催
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
キ
ャ
ン
プ

は
、フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
と
な
る
新
入
部
員
を
対
象
に
、

講
演
会
や
企
画
を
通
じ
て
先
輩
学
生
と
親
睦
を

図
り
、ク
ラ
ブ
員
と
し
て
の
自
覚
を
養
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

体
育
会
は
、6
月
2
日
・
3
日
に
兵
庫
県
の
ハ
チ

高
原
で
実
施
。参
加
し
た
46
人
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

は
、
佐
藤
正
志
学
生
部
長
、
石
井
信
輝
体
育
会

本
部
顧
問
に
よ
る
講
演
で
、ク
ラ
ブ
活
動
の
意
義

を
学
び
ま
し
た
。ま
た
、協
力
し
て
カ
レ
ー
を
作
っ

た
り
、オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
ん
だ
り
し
な
が
ら
、

ク
ラ
ブ
の
枠
を

越
え
た
交
流
が

で
き
ま
し
た
。

　

文
化
会
は
、

6
月
23
日
・
24
日

に
岡
山
県
の
美
観

地
区
と
香
川
県
の
塩
江

で
実
施
し
ま
し
た
。27
人
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
と

9
人
の
先
輩
学
生
が
参
加
し
、佐
藤
学
生
部
長
、

久
保
貞
也
文
化
会
本
部
顧
問
に
よ
る
講
演

で
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ

て
得
ら
れ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　

運
営
に
携
わ
っ
た
文
化
会

本
部
長
の
松
岡
健
王
さ
ん

も
、「『
タ
テ（
先
輩
）・
ヨ
コ

（
同
期
）』の
関
係
だ
け
で

な
く『
ナ
ナ
メ（
他
の
ク
ラ

ブ
員
）』の
関
係
を
大
切
に

　

今
回
は
摂
友
祭
が
7
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

「
ラ
ッ
キ
ー
７
」＝
幸
運
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
数
字

の「
7
」を
テ
ー
マ
に
盛
り
込
む
こ
と
で
、「
摂
友
祭

特別講演会告知

■日 時　10月7日（日）13：00～14：15
■会 場　寝屋川キャンパス552教室
■講 師　厚切りジェイソン 氏（IT企業役員・お笑い芸人）
■テーマ
　「WHY JAPANESE PEOPLE! なんでやりたいことをやらないの？
　～掴み取るためには～（48のWHYに基づいて）」（予定）

新
入
生

ふ
れ
あ
い
キ
�
ン
プ
を

開
催
し
ま
し
た
!

　

新
入
生
対
象
の
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し

ま
し
た
。今
年
は
宇
治
市
総
合
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー「
ア
ク
ト
パ
ル
宇
治
」で
、4
月
21
日
・
22
日
と

5
月
12
日
・
13
日
の
2
回
、い
ず
れ
も
1
泊
2
日
の

日
程
で
行
い
ま
し
た
。こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、新
入
生

が
入
学
後
ス
ム
ー
ズ
に
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ゲ
ー
ム
や
カ
レ
ー
作
り
を
通

じ
て
、他
者
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、成
熟
し
た

人
間
関
係
を
構
築
で
き
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
文
化
系
ク
ラ
ブ「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ス
タ
ッ
フ
ズ
」の
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
準
備
か
ら
運
営

ま
で
、ほ
ぼ
す
べ
て
を
担
当
す
る
と
い
う
他
大
学
で
は

例
の
少
な
い
特
色
あ
る
本
学
の
恒
例
行
事
で
す
。

学
生
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、6
カ
月
も
の
時
間
を
費
や
し

準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

最
初
は
緊
張
気
味
で
あ
っ
た
新
入
生
た
ち
も

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
徐
々
に
打
ち
解
け
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。キ
ャ
ン
プ
終
了
時
に
は
、

「
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
最
高

で
し
た
」「
留
学
生
の
人

と
も
話
す
こ
と
が
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
」「
初
め
て

会
う
人
ば
か
り
だ
っ
た
け
れ

ど
、た
く
さ
ん
の
人
と
交
流

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

有
意
義
な
キ
ャ
ン
プ

と
な
り
ま
し
た
。

摂大祭、摂友祭
期間中の開催です。
皆さまのご来場を
お待ちしています

摂南大学広報誌  さやけき  No.9  2018.9
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ら
れ
、公
務
員
や
他
大
学
大
学
院
受
験
者
は
秋

以
降
に
選
考
結
果
が
出
る
こ
と
か
ら
、昨
年
度
と

同
様
に
11
月
頃
に
は
80
％
を
超
え
る
学
生
が
進
路

を
決
定
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

就活
学内合同
企業説明会

図
書
館

情
報
検
索
シ
ス
テ
ム

「
医
中
誌
W
e
b
」の
利
用
説
明
会
に
つ
い
て

　

図
書
館
枚
方
分
館
の
あ
る
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

薬
学
部
と
看
護
学
部
の
学
生
が
利
用
し
て
い
ま

す
。2
0
2
0
年
4
月
か
ら
は
、農
学
部（
設
置
構
想

中
）が
新
た
に
加
わ
る
予
定
で
す
。

　

分
館
で
は
専
門
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
に
つ
い
て

は
、操
作
方
法
が
複
雑
で
分
か
り
に
く
い
も
の
も
あ
る

た
め
、必
要
に
応
じ
て
、パ
ソ
コ
ン
教
室
を
利
用
し
た

演
習
形
式
の
利
用
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
5
月
に
看
護
学
部
で
活
用
し
て
い
る「
医

中
誌
W
e
b
」の
利
用
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
医
中
誌
W
e
b
」と
は
、国
内
医
学
論
文
情
報

の
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
で
、医
学
・
歯
学
・
薬
学
・

看
護
学
な
ど
の
国
内
定
期
刊
行
物
約
7
0
0
0
誌

か
ら
収
録
し
た
約
1
2
0
0
万
件
の
論
文
情
報
を

検
索
で
き
ま
す
。現
在
、全
国
の
医
学
・
歯
学
・
看
護

学
系
大
学
の
ほ
ぼ
1
0
0
％
で
導
入
さ
れ
て
い
る

実
績
あ
る
医
学
論
文
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

今
回
は
、学
部
生（
３
年
次
）と
大
学
院
生（
１
年

次
）に
対
し
て
利
用
説
明
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し

ま
し
た
。学
部
生
の
説
明

会
に
は
約
1
0
0
人
の
学

生
が
集
ま
り
、図
書
館
ス

タ
ッ
フ
が
基
本
的
な
使
い

方
か
ら
始
ま
り
、
ポ
イ

ン
ト
を
絞
っ
た
応
用
テ
ク

ニ
ッ
ク
ま
で
を
、実
際
の
検

索
事
例
を
も
と
に
解
説
し

ま
し
た
。参
加
し
た
学
生

は
、図
書
館
ス
タ
ッ
フ
が
説

明
す
る
内
容
を
真
剣
に
聴

き
、
演
習
で
は
実
際
に
自

Library

未
内
定
学
生
の
支
援
は
？

〜
個
別
面
談
と
行
事
で
サ
ポ
ー
ト
強
化
〜

　

就
職
部
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
進
路

未
内
定
に
な
っ
て
い
る
学
生
に
つ
い
て
も
支
援
を

続
け
て
い
ま
す
の
で
、ご
安
心
く
だ
さ
い
。た
だ
し
、

時
期
的
な
こ
と
を
考
え
る
と
、就
職
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
早
々
に
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が

就
職
部
の
願
い
で
す
。個
別
面
談
と
並
行
し
て
、

次
の
と
お
り
学
内
で
の
行
事
も
予
定
し
て
お
り
、

学
生
自
身
の「
就
活
」で
の
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
ン
グ
を

図
り
ま
す
。

　
個
別
選
考
会
・
説
明
会
／
7
月
以
降

　

企
業
単
独
の
学
内
説
明
会
実
施
中

　
※
1
次
選
考
を
兼
ね
る
企
業
も
あ
り
。

　
就
活
面
談
会
／
10
月
以
降

　

企
業
と
学
生
の
立
ち
会
い
面
談
会

　

※

文
系
学
生
中
心
に
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で

　
　

実
施
予
定
。

　
個
別
面
談
／
随
時

　

就
職
部
に
て
実
施
中

　

履
歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
作
成
、求
人
企
業

　

の
紹
介
な
ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
を
。

　
模
擬
面
接
／
随
時

　

就
職
部
に
て
実
施
中
。予
約
制
。

分
が
操
作
し
て
論
文
の
検

索
を
す
る
な
ど
、よ
り
具

体
的
な
操
作
方
法
を
学
べ

る
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
利
用
説
明
会

を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
就
職

活
動
、
い
わ
ゆ
る

「
就
活
」は
、2
月
に

本
格
的
に
始
ま
り

ま
し
た
。日
本
経
済

団
体
連
合
会
の
指

針
で
は
3
月
広
報

解
禁
、6
月
選
考
開

始
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、非
加
入
企
業

や
外
資
系
企
業
な
ど
、多
く
の
企
業
は
こ
れ
に

か
か
わ
ら
ず
募
集
活
動
を
進
め
て
い
る
の
が
実
状

で
す
。加
え
て
景
気
回
復
や
早
期
の
人
材
獲
得
の

流
れ
に
後
押
し
さ
れ
た
企
業
も
増
え
、2
月
に
急
増

し
た
1
d
a
y
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
が

事
実
上
の
就
活
の
説
明
会
開
始
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。こ
の
結
果
、学
生
が
内
々
定
を
得
る
時
期
も

さ
ら
に
早
期
化
し
て
お
り
、9
月
1
日
現
在
、本
学

の
内
定
率
は
、74
・
6
％
。文
系
は
70
・
2
％
、理
系
は

81
・
1
％
で
、昨
年
度
同
時
点
比
較
で
は
2
・
6
％

ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
中
も
企
業
の
募
集
・
選
考
活
動
は
続
け

　

就
活
の
目
的
は
、卒
業
後
の
社
会
人
と
し
て
の

「
本
番
」に
備
え
る
こ
と
で
す
。卒
業･

修
了
見
込
み
の

皆
さ
ん
に
は
、就
活
を「
働
き
始
め
る
準
備
を
す
る

期
間
」と
捉
え
、「
自
分
が
す
べ
き
こ
と
」を
認
識
し

て
、卒
業
研
究
を
中
心
に
学
生
生
活
の
総
仕
上
げ
に

も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、来
年
度
以
降
の
就
活
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

在
学
中
に
し
っ
か
り
と
将
来
を
考
え
て
、ま
ず
は

大
学
で
の
学
び
、友
と
の
語
ら
い
、課
外
活
動
な
ど
を

通
じ
て「
充
実
し
た
学
生
生
活
」を
過
ご
さ
れ
る
こ
と

を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
将
来

の
望
ま
し
い
進
路

選
択
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。今
後
も

就
職
部
で
は
こ
れ

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。

“

就
活”

の
状
況

　 

〜
内
定
率
は
今
年
度
も「
高
水
準
」に
〜
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学部
Topics

　

浪
花
の
大
ひ
な
ま
つ
り

　
3
月
4
日
に「
浪
花
の
大
ひ
な
ま
つ
り
」（
本
学
・

大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
主
催
）の
講
演
会
を
、冷
泉

為
人
氏（
冷
泉
家
25
代
当
主
・
京
都
美
術
工
芸

大
学
長
）
を
講
師
に

迎
え
て
大
阪
く
ら
し

の
今
昔
館
の
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
。

　
ト
ビ
タ
テ
！

　

留
学
J
A
P
A
N

　

日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

文
部
科
学
省
に
よ
る
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学

JAPAN
 

日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
、本
学
か
ら
3
人

目
と
し
て
合
格
し
た
近
江
聡
太
さ
ん（
4
年
次
）

が
、5
月
に
ア
メ
リ
カ
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

す
で
に
世
界
レ
ベ
ル
の
ブ
レ
ー
ク
ダ
ン
サ
ー
と

し
て
た
び
た
び
海

外
遠
征
を
し
て
い

る
近
江
さ
ん
で
す

が
、ア
メ
リ
カ
留

学
で
英
語
に
も
ダ

ン
ス
に
も
磨
き
を

か
け
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
を
よ
り
よ
く
知
る
た
め
の
集
ま
り
」

を
、ス
ペ
イ
ン
語
専
攻
で
は
6
月
5
日
に
先
輩
と

後
輩
の
交
流
会
を
実
施
し
、現
地
に
滞
在
し
た
先
輩

た
ち
が
、新
入
生
に
最
新
状
況

を
話
し
ま
し
た
。

Faculty of Foreign Studies

外
国
語
学
部

Faculty of Law

法
学
部

09

自校史教育（6月21日） 常翔歴史館見学（6月28日）

空港で働く先輩と共に

「浪花の大ひなまつり」

ポスターとつるしかざり

神戸見学会

スペインの

ボードゲーム

留学先の話を先輩から聴く

「トビタテ！」の先輩から

話を聞く近江さん（左）
留学帰国者から

12の協定校について

報告　

神垣客員教授

特別講演
（5月31日）

　

大
阪
国
際
空
港　

職
場
見
学
会

　
3
月
1
日
に
実
施
し
た「
大
阪
国
際
空
港 

職
場

見
学
会
」（
企
画
・
指
導:

A
N
A
総
合
研
究
所
）に

1
年
次
の
学
部
生
21
人
が

参
加
し
ま
し
た
。安
全
で

快
適
な
空
の
旅
を
可
能
に

す
る
業
務
や
連
携
に
つ
い

て
、稼
働
中
の
空
港
で
学

び
、現
場
で
働
く
卒
業
生
か

ら
も
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

初
年
次
教
育
の
取
り
組
み

　
1
年
次
必
修
の「
法
学
基
礎
演
習
」は
、大
学
で

学
ん
で
い
く
上
で
必
要
な
基
礎
教
育
を
、共
通

テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
て
、個
々
の
ゼ
ミ
担
当
教
員
が

進
め
て
い
き
ま
す
が
、い
く
つ
か
の
テ
ー
マ
を
学
年

全
体
や
複
数
ゼ
ミ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
合
同
で

行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
学
教
育
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。

　
第
2
週
の
合
同
授
業
は
、
①
研
究
倫
理
、
②

環
境
、
③
就
職
の
3
つ
の
テ
ー
マ
で
実
施
。河
𠩤

匡
見
学
科
長
が
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
際
の「
盗
用

（
コ
ピ
ー
ア
ン
ド
ペ
ー
ス
ト
）」禁
止
な
ど
研
究
倫
理

を
、小
山
昇
学
部
長
は
学
内
で
使
用
さ
れ
る
1
日

の
電
気
代
を
例
示
し
て
節
電
・
省
エ
ネ
意
識
を
高
め

る
環
境
マ
イ
ン
ド
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。田
中

康
博
就
職
部
長
は「
将
来
や
り
た
い
こ
と
、自
分
に

で
き
る
こ
と
、や
る
べ
き
こ
と
を
今
の
う
ち
か
ら

見
つ
め
直
し
、そ
れ
を
他
人
に
説
明
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、普
段
の
授
業
で
の
学
習
態
度
が

大
切
」と
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
説
き
、

翌
週
か
ら
開
始
さ
れ
る
図
書
館
・
就
職
部
見
学
に

向
け
て
、「
気
軽
に
就
職
部
に
相
談
に
立
ち
寄
っ
て

ほ
し
い
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
第
4
週
は
、民
法
担
当
の
城
内
明
准
教
授
が
消
費

者
教
育
を
行
い
、ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、ま
た
そ
の
対
処
方
法
の

　

自
校
史
講
演
会
を
開
催

　
第
10
週
は
、常
翔
歴
史
館
の
益
山
新
樹
館
長

（
大
阪
工
業
大
学
応
用
化
学
科
教
授
）を
招
き
、

「
自
校
史
に
関
す
る
講
演
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

益
山
館
長
は
、学
園
の
前
身
・
関
西
工
学
専
修
学
校

の
創
設
が「
大
大
阪
」の
発
展
と
密
接
に
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
や
、「
摂
南
」の
名
称

が
生
ま
れ
た
経
緯
を
解
説

し
、「
摂
大
生
と
し
て
の
誇
り

を
持
ち
、先
人
た
ち
が
築
い

て
き
た
伝
統
と
建
学
の
精
神

を
誇
り
に
感
じ
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
9
月
か
ら
は
、
恒
例
の

学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
見
学

（
S
P
I
体
験
授
業
）
や
、

大
阪
地
方
裁
判
所
見
学
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　

新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

　「
新
入
生
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。英

語
専
攻
で
は
5
月
7
日
に
英
語
だ
け
で
楽
し
く
人

間
関
係
を
構
築
す
る

「English Party

」を
、中
国
語

専
攻
で
は
5
月
12
日
に
中
華

街
の
あ
る
地
、神
戸
で
見
学
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー
語
専
攻
で
は

5
月
29
日
に「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

　
帰
国
者
報
告
会

　
6
月
5
日
と
12
日
に
行
っ
た

「
帰
国
者
報
告
会
」に
、留
学

を
終
え
て
帰
国
し
た
学
生
の

う
ち
48
人
が
参
加
。2
日
間

に
わ
た
っ
て
、世
界
各
国
の

協
定
校
で
の
留
学
体
験
を

報
告
し
ま
し
た
。

要
点
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
第
7
週
は
、神
垣
清
水
客
員
教
授（
日
比
谷
総
合

法
律
事
務
所
弁
護
士
）が「
社
会
人
と
し
て
の
法
律

的
素
養
〜
新
社
会
人
の
観
点
か
ら
〜
」と
題
し

講
演
。「
ア
メ
フ
ト
事
件
」な
ど
最
新
の
話
題
を
盛
り

込
み
な
が
ら
、社
会
問
題
や
時
事
問
題
を
法
律
的

側
面
か
ら
捉
え
る
こ
と
の
重
要
性
の
ほ
か
、社
会
人

に
必
要
な「
報
・
連
・
相
」（
報
告
・
連
絡
・
相
談
）の

徹
底
や
、
時
間

と
約
束
の
厳
守

な
ど
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
な
ど
に

つ
い
て
語
り
ま

し
た
。
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サ
イ
バ
�
犯
罪
か
ら

　

地
域
社
会
を
守
り
た
い

　
　
企
業
が
保
有
す
る
顧
客
情
報
や
技
術
情
報
な
ど

を
狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
、一
般
消
費
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
個
人
情
報
や
金
銭
の
窃
取
な
ど
を

行
う
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
か
ら
地
域
社
会
を
守
ろ
う
と
経
営

情
報
学
科
の
学
生
有
志
ら
が
、2
0
1
5
年
4
月

「
サ
イ
バ
ー
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
」を
結
成

し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
北
摂
エ
リ
ア
の
小
中
高
校

約
30
校
を
訪
問
し
、児
童
・
生
徒
と
そ
の
保
護
者

（
約
1
5
0
0
人
）に
対
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
潜
む
危
険
と
安
全
利
用

を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

2
月
3
日
に
は
、大
阪
府
警
察
が
主
催
す
る「
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
フ
ェ
ス
2
0
1
8
」に
招
か
れ
、

同
警
察
生
活
本
部
長
よ
り
感
謝
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
を
支
援
す
る
の
は
大
阪

府
警
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も

務
め
る
本
学
経
営
情
報
学
科
の
久
保
貞
也
准
教
授

と
針
尾
大
嗣
准
教
授
。両
教
員
の
も
と
で
メ
ン
バ
ー

た
ち
は
、サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
手
口
や
防
衛
対
策
の

ほ
か
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
必
要
な
教
材
の
開
発
を

通
し
て
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
学
ん
で

い
ま
す
。今
後
は
、こ
の
サ
イ
バ
ー
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
を
よ

り
広
く
地
域
に
展
開

し
て
い
く
た
め
に
他

大
学
や
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
く

予
定
で
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
た
ち
と
の
会
食
の
開
催
を
通
し
て
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
一
緒
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
で
の
海
外
研
修

　
2
月
27
日
〜
3
月
3
日
の
5
日
間
、佐
井
英
子

教
授
、西
之
坊
穂
准
教
授
の
引
率
の
も
と
、両
ゼ
ミ

の
合
計
12
人
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ゼ
ミ
生
た
ち
は
本
研
修
で
大
き
く
2
つ
の
経
験

を
し
ま
し
た
。一
つ
目
は
、㈱
フ
ジ
キ
ン
協
力
の
も

と
、同
社
の
ベ
ト
ナ
ム
工
場

2
カ
所
を
訪
問
し
ま
し

た
。こ
こ
で
は
、ベ
ト
ナ
ム

の
ハ
ノ
イ
進
出
の
経
緯
、

ベ
ト
ナ
ム
人
と
日
本
人
の

違
い
、工
業
団
地
の
現
状

な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。

特
に
、本
学
の
卒
業
生
で

も
あ
る
バ
ク
ニ
ン
工
場
長

か
ら
は
、後
輩
た
ち
の
た
め

に「
正
し
い
情
報
を
常
に
入
手
し
、そ
れ
に
つ
い
て

考
え
る
大
切
さ
」や「
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」

に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、タ
イ
ン
ジ
ャ
ン
・
コ
ニ
ン
コ
ン
語
学

学
校
で
日
本
語
を
学
ぶ
ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
88
人
と

の
国
際
交
流
で
す
。全
体
で
自
己
紹
介
を
行
い
日
本

の
流
行
歌
を
歌
う
な
ど
、緊
張
を
解
く
ア
イ
ス

ブ
レ
ー
ク
を
し
た
後
、4
つ
の
教
室
に
分
か
れ
て

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、将
来
の

夢
を
日
本
語
で
語
り
合
っ
た

り
し
ま
し
た
。ま
た
、ベ
ト

ナ
ム
の
旧
正
月（
テ
ト
）の

す
ぐ
後
だ
っ
た
た
め
、語
学

学
校
の
屋
上
で
正
月
料
理
を

囲
ん
だ
職
員
の
方
と
の
昼
食

会
が
あ
り
ま
し
た
。夜
は
ベ
ト

ナ
ム
料
理
店
で
ベ
ト
ナ
ム
人

Faculty of Business Adm
inistration

Faculty of Econom
ics

経
済
学
部
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ドイツ総領事

ヴェルナー・ケーラー氏

ＥＵ公使

上海研修 イタリア研修

イ
タ
リ
ア
海
外
研
修

（
協
定
校
・
I
U
L
M
大
学
で
の
講
義
、

ミ
ラ
ノ
近
郊
で
の
食
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、ア
ー
ト
等

関
連
産
業
の
視
察
）

和
歌
山
県
日
高
郡
由
良
町
で
の
グ
リ
ー
ン
／

ブ
ル
ー
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験

（
由
良
町
と
連
携
）

観
光
施
設
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

〜
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て

　
観
光
産
業
と
地
域
の
関
わ
り
を
学
ぶ
〜

（
藤
田
観
光
㈱
等
と
連
携
）

企
業
・
自
治
体
で
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査（
枚
方
市
）

〜
地
域
に
お
け
る
観
光
経
済
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
態
を
学
ぶ
〜

中
小
企
業
と
提
携
し
、商
品
プ
ラ
ン
の

企
画
・
提
案
を
行
う

（
大
阪
の
照
明
器
具
メ
ー
カ
ー
と
提
携
）

寝
屋
川
市
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
を

考
え
る

（
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の

応
募
を
目
指
す
）

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
体
感
プ
ロ
グ
ラ
ム

in
上
海

（
企
業
訪
問
、中
国
人
学
生
と
の
異
文
化
理
解
と

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
を
行
う)

自
治
体
等
主
催
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

　
東
北
：
釜
石
ひ
と
つ
な
ぎ
自
然
学
校

　
広
島
県
尾
道
市
：
空
き
家
再
生

　

摂
南
経
済
ゲ
ス
ト
レ
ク
チ
ヤ
�
を
開
講

　

ー
ド
イ
ツ
総
領
事
や
Ｅ
Ｕ
公
使
�

　
　
　

企
業
ト
�
プ
な
ど
の

　
　
　
　

多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
招
く
ー

　
実
地
に
近
い
教
育
を
行
う
と
い
う
経
済
学
部

コ
ン
セ
プ
ト
を
具
現
化
し
た
授
業
の
一
つ

「
摂
南
経
済
ゲ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
」は
社
会
の

各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
を
ゲ
ス
ト

講
師
と
し
て
迎
え
、後
藤
和
子
教
授
の
ガ
イ
ド

の
も
と
、経
済
の
現
実
や
課
題
な
ど
に
触
れ
る

機
会
と
し
て
開
講
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
7
人
の
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
、4
月
か
ら

6
月
に
か
け
て
豊
富
な
経
験
と
具
体
的
な
素
材
に

基
づ
い
て「
国
際
」「
地
域
」「
観
光
経
済
」の
ト
ピ
ッ
ク

に
関
連
し
た
テ
ー
マ
で
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

   

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
総
領
事
、駐
日
欧
州
連
合

代
表
部
公
使
、京
都
国
立
博
物
館
副
館
長
、

読
売
新
聞
大
阪
本
社
広
報
宣
伝
部
長
、大
阪
市

北
区
長
、千
島
土
地
㈱
取
締
役
社
長
、ク
ラ
ブ

ツ
ー
リ
ズ
ム
地
域
交
流
・
京
の
旅
デ
ザ
イ
ン

セ
ン
タ
ー
顧
問

地域経済観光経済国際経済

海外国内国内国内国内国内国内海外

2月 
（1週間）

10月 
（3日間）

6月～7月 
（5日間）

8月～9月 
（10日間）

8月5日～
9月2日

（実働20日間）

8月
（5日間）

8月21日～
8月27日
 （7日間）

実習
期間

　

地
域
経
済
�観
光
経
済
�国
際
経
済
の

　

コ
�
ス
に
応
じ
た
実
践
演
習
を
開
講

　

ー
ロ
�
カ
ル
と
グ
ロ
�
バ
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

視
点
で
学
ぶ
ー

　
経
済
学
部
で
は
、各
ゼ
ミ
に
お
い
て
積
極
的
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、さ
ら
に

各
コ
ー
ス
の
学
び
の
領
域
に
応
じ
た
実
践
演
習
科
目

（
2
・
3
年
次
対
象
）を
開
講
し
、専
門
領
域
の
知
識
を

深
め
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、企
業
や
自
治
体
で

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
や
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

海
外
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、経
済
活
動
の

動
き
を
体
感
し
な
が
ら
実
践
力
を
磨
き
ま

す
。実
習
終
了
後
は
、実
践
演
習
合
同
発
表

会
を
実
施
し
、そ
の
成
果
を
検
証
し
ま
す
。

経
営
学
部

ー
学
生
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
チ
�
ム
の

　
　

活
動
ー

実
習
内
容 

等 

5月～8月 
（5日間）
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理
工
学
部

香里園・八木邸

詳細模型

竹中大工道具館

展覧会会場、

設営を終えて

学生による

ポスター発表

本学学生が講演会運営に貢献

熱心に聴講する学生たち

11

　

地
域
資
源
の
フ
�
�
ル
ド
調
査
と

　

社
会
へ
の
発
信

　
ー
香
里
園
・
八
木
邸
プ
ロ
ジ
�
ク
ト
ー

　
建
築
学
科

　

建
築
学
科
で
は
2
0
1
5
年
か
ら「
香
里
園
・
八
木
邸
」

の
実
測
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。文
化
財
的
価
値
が

認
め
ら
れ
る
八
木
邸
は
、近
代
建
築
家
・
藤
井
厚
二
の

設
計
に
よ
る
も
の
で
、寝
屋
川
市
に
と
っ
て
も
阪
神
間

モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
物
語
る
貴
重
な‶

地
域
資
源
〞
で
す
。

地
域
に
眠
る
建
築
資
源
を
後
世
に
残
す
べ
く
、3
・
4
年

次
の
学
部
生
と
大
学
院
生
が
四
季
を
通
し
て
計
55
回
に

わ
た
る
実
測
調
査
を
行
い
、実
測
図
集
の
編
集
、25
分
の

1
ス
ケ
ー
ル
の
詳
細
模
型
や
映
像
の
製
作
を
行
う
な
ど
、

一
定
の
成
果
物
に
ま
と
め
あ
げ
ま
し
た
。独
立
し
て
活
躍

す
る
学
科
卒
業
生
の
参
画
や
指
導
も
あ
り
、学
生
た
ち

に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。地
域
に
残
る

建
築
レ
ガ
シ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
、注
目
を
集
め

る
竹
中
大
工
道
具
館
で
の「
聴
竹
居
展
」（
2
0
1
8
年

5
月
〜
7
月
）へ
の
出
展
要
請
も
あ
り
、学
生
た
ち
の

取
り
組
み
を
広
く
発
信
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。建
築
学
科

で
は
、

‶

学
び
〞が
ダ
イ
レ
ク
ト

に‶

社
会
の
課
題
〞に
つ
な
が
る

こ
と
の
重
要
性
と
面
白
さ
を

今
後
も
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

電
気
3
学
会
関
西
支
部

﹁
准
員
お
よ
び
学
生
員
の
た
め
の
講
演
会
﹂

　

を
開
催

　

電
気
電
子
工
学
科

　

昨
年
12
月
20
日
、

電
気
電
子
工
学
科
で

は
原
善
一
郎
氏（
三
菱

電
機
㈱
元
主
席
技

師
長
）を
迎
え
、「
大
型

映
像
表
示
装
置
の
技

術
開
発
と
電
気
系
学

生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
題
し
た
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。原

氏
は
、オ
ー
ロ
ラ
ビ

ジ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る

大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
開
発
経
験
を
も
と
に
、映
像
表

示
の
原
理
、オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
誕
生
の
背
景
、開
発
で

得
た
教
訓
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
解
説
。新
し
い
話
題
と

し
て
、オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
が
I
E
E
E
マ
イ
ル
ス
ト
ー

ン(※
)

に
登
録
決
定
し
た
こ
と
、ま
た
、同
社
が
開
発
し

日
本
科
学
未
来
館（
東
京
・
お
台
場
）に
常
設
展
示
さ
れ
た

ジ
オ
コ
ス
モ
ス（
有
機
E
L
パ
ネ
ル
配
列
式
球
体
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
）の
紹
介
も
行
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、自
身
の

ラ
ガ
ー
マ
ン
と
し
て
の
体
験
か
ら
、仲
間
づ
く
り
の
大
切

さ
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
生
に
と
っ
て
、技
術
と
仲
間
づ
く
り
へ
の
関
心
を

高
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

※

電
気
の
技
術
分
野
に
お
け
る「
ノ
ー
ベ
ル
賞
＋
世
界
遺

産
」と
も
い
わ
れ
る
賞
。本
講
演
後
の
3
月
に
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

Faculty of Science and Engineering

　

本
学
を
会
場
に　

　
﹁
日
本
機
械
学
会
﹂
を

　

開
催
！

　

機
械
工
学
科

　

3
月
10
日
・
12
日
・
13
日
に「
第
93
期
日
本
機
械
学
会

関
西
支
部
定
時
総
会
講
演
会
・
関
西
学
生
会
卒
業
研
究

発
表
講
演
会
」が
本
学
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
本
学
理
工
学
部
機
械
工
学
科
が
幹
事
校
と
な
り
、

学
生
と
と
も
に
学
科
を
上
げ
て
運
営
に
尽
力
し
ま
し
た
。

本
大
会
で
は
特
別
講
演
3
件
、基
調
講
演
3
件
、研
究

討
論
セ
ッ
シ
ョ
ン
1
9
3
件
、メ
カ
ボ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
生

研
究
発
表
セ
ッ
シ
ョ
ン
63
件
、
卒
業
研
究
発
表
会

3
6
7
件
の
合
計
6
2
9
件
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

13
日
の
特
別
講
演
で
は
本
学
経
済
学
部
長
の
久
保

廣
正
教
授
に
よ
る
講
演
に
加
え
、さ
ま
ざ
ま
な
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
本
学
学
生
20
人
が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。本
大
会
を

盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、今
回
、

機
械
工
学
科
の
約
60
人
の
学
生
が
、率
先
し
て
運
営
に

参
加
し
た
功
績

が
大
き
く
、ま
た
、

参
加
し
た
学
生

に
と
っ
て
も
、普

段
と
は
異
な
る

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
雰
囲
気
の
中

で
貴
重
な
経
験

を
得
る
有
意
義

な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

大
学
院
博
士
前
期
課
程

　

生
命
科
学
専
攻
の

﹁
中
間
報
告
会
﹂
を
開
催

　
ー
活
気
あ
ふ
れ
る
研
究
討
論
ー

　
生
命
科
学
科

　

博
士
前
期
課
程

生
命
科
学
専
攻
で
は
、

4
月
12
日
、大
学
院

2
年
次
の
学
生
10
人

が
研
究
の
進
捗
状
況

を
発
表
す
る
中
間

報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。博
士
前
期
課

程
進
学
か
ら
約
１
年

間
経
過
し
た
時
点
で
の
発
表
で
あ
り
、研
究
構
想
や

展
望
、す
で
に
得
ら
れ
た
研
究
成
果
な
ど
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。研
究
内
容
は
、斬
新
な
発
想
や
独
創
的
な

ア
イ
デ
ア
に
基
づ
い
た
内
容
で
、一
方
、解
析
は
最
新
か

つ
堅
実
な
手
法
に
よ
っ
て
詳
細
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
っ
か
り
と
し
た
理
論
的
裏
付
け
や
学
問
的
意
義
の

も
と
に
、ユ
ニ
ー
ク
な
実
験
材
料
や
技
術
に
よ
る
研
究
が

展
開
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
大
学
院
生
の
ほ
か
、教
員
や
生
命
科
学
科
の

学
部
生
が
集
ま
り
、活
発
な
質
疑
応
答
を
展
開
し
て

い
ま
し
た
。

　

大
学
院
生
ら
の
日
々
の
努
力
や
若
い
情
熱
が
伝
わ
っ
て

く
る
研
究
報
告
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、各
人
の
成
長
を

感
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、聴
講
者
を
魅
了
し
て
い
ま

し
た
。博
士
前
期
課
程
修
了
ま
で
に
、さ
ら
な
る
研
究
の

進
展
や
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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（陣痛促進剤による被害を考える会）による

「薬剤師になるために」（1年次）講演の模様

12

Faculty of Nursing

看
護
学
部

Faculty of Pharm
aceutical Sciences

薬
学
部

方
、最
先
端
の
が
ん
治
療
な
ど
に
つ
い
て
、最
新

医
療
の
現
状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
受
講
し
、常
に
社
会
に
目
を
向
け
、生
涯

に
わ
た
っ
て
医
療
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
材
と
な
る
た
め
に
必
要
な
心
構
え
を
身
に
つ
け
て

い
き
ま
す
。

　

受
賞
者
続
出
！

　

学
会
発
表
で
頑
張
る
学
生
た
ち

　

薬
学
部
で
は
、「
高
い
倫
理
観
、心
豊
か
な
人
間

性
、実
践
的
能
力
を
備
え
、わ
が
国
の
医
療
の
進
化
、

健
康
・
福
祉
の
増
進
、生
活
環
境
の
保
全
に
貢
献

す
る
薬
剤
師
を
養
成
す
る
」こ
と
を
人
材
養
成
の

目
標
と
し
て
い
ま
す
。そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

学
生
た
ち
は
授
業
や
実
習
で
得
た
知
識
や
技
能
を

基
盤
に
、問
題
解
決
力
の
向
上
に
努
め
、卒
業
研
究

を
展
開
し
て
い
ま
す
。そ
の
成
果
は
、各
種
学
会

で
の
受
賞
と
い
う
形
で
実
を
結
ん
で
い
ま
す
。

   

学
会
賞
受
賞
者
一
覧

●
日
本
薬
学
会
第
1
3
8
年
会「
学
生
優
秀
発
表
賞
」受
賞

　（
2
0
1
8
年
3
月
）

　
荒
井 

雄
樹
さ
ん（
6
年
次
）

　
落
合 

千
波
さ
ん（
6
年
次
）

　
才
本 

麻
矢
さ
ん（
6
年
次
）

●
日
本
薬
剤
学
会
第
33
年
会

　「
日
本
薬
剤
学
会

　
永
井
財
団
学
部
学
生
七
つ
星
薬
剤
師
奨
励
賞
」受
賞

　（
2
0
1
8
年
5
月
〜
6
月
）

　
森
本 

俊
さ
ん（
6
年
次
）

●
第
1
0
7
回
日
本
病
理
学
会
総
会

　「
学
部
学
生
ポ
ス
タ
ー
優
秀
賞
」受
賞

　（
2
0
1
8
年
6
月
）

　
大
嶋 

成
奈
優
さ
ん（
6
年
次
）

　
西
村 

浩
平
さ
ん（
6
年
次
）

　
山
際 

高
史
さ
ん（
6
年
次
）

●
第
3
回
日
本
薬
学
教
育
学
会
大
会

　「
学
生
優
秀
発
表
賞
」受
賞

　（
2
0
1
8
年
9
月
）

　
近
藤 

真
奈
美
さ
ん（
6
年
次
）

　

毎
週
月
曜
日
は

　

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
イ
ン
グ
リ
�
シ
�

　

看
護
学
部
で
は
薬
学
部
と
と
も
に
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
を
週
に
2
回
開
催
し
、毎
週

月
曜
日
の
昼
休
み
に
は
、7
号
館
１
階
フ
ロ
ア
の

テ
ー
ブ
ル
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
英
語
講
師

を
招
い
て
い
ま
す
。昼
食
を
と
り
な
が
ら
、誰
で
も

気
軽
に
英
語
を
聞
い
た
り
、話
し
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。授
業
や
実
習
に
忙
し
い
看
護
学
部
の

学
生
で
す
が
、日
常
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、本
物
の

英
語
に
触
れ
な
が
ら
、英
語
で
の
会
話
力
を
磨
い
て

い
ま
す
。

　

最
初
は
恥
ず
か
し
が
っ
た
り
、緊
張
し
て
二
の
足

を
踏
ん
だ
り
し
て
い
て
も
、気
さ
く
に
声
を
か
け
て

く
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
講
師
と
の
会
話
に
し
だ
い
に

慣
れ
親
し
み
、そ
れ
と
と
も
に
英
語
で
の
会
話
も

は
ず
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

毎
週
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の

小
さ
な
積
み
重
ね
に
よ
り
英
語
の
苦
手
意
識
の

克
服
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、看
護
師
と
し
て
、社
会

人
と
し
て
、将
来
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
く
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

外
部
講
師
を
招
い
て

　

キ
�
リ
ア
教
育
を
実
施

　

医
療
現
場
の
現
状
に
つ
い
て
学
生
の
理
解
と

知
識
を
深
め
る
た
め
、薬
学
部
で
は
、次
の
授
業
に

お
い
て
、現
場
で
活
躍
す
る
医
師
や
薬
剤
師
な
ど
を

外
部
講
師
と
し
て
招
き
、特
別
講
演
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

1
年
次
開
講
科
目「
薬
剤
師
に
な
る
た
め
に
」

で
は
、「
陣
痛
促
進
剤
に
よ
る
被
害
を
考
え
る
会
」の

勝
村
久
司
氏
か
ら
陣
痛

促
進
剤
に
よ
る
被
害
、

病
院
や
薬
局
で
の
薬
剤

師
の
支
援
、
薬
物
乱
用

防
止
、
薬
害
エ
イ
ズ
、

ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ー
マ
シ

ス
ト
と
ア
ン
チ
・
ド
ー
ピ

ン
グ
活
動
、緩
和
ケ
ア
、

在
宅
・
地
域
医
療
に
つ
い

て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

2
年
次
開
講
科
目「
キ
ャ
リ
ア
形
成
Ⅰ
」で
は
、

医
師
で
あ
り
薬
局
を
経
営
す
る
狭
間
研
至
氏
か
ら

医
師
が
薬
剤
師
に
期
待
す
る
こ
と
、薬
局
・
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
と
今
後
の
展
望
、

保
険
薬
局
・
病
院
・
行
政
機
関
で
活
躍
す
る
薬
剤
師

の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
つ
い
て
講
演
。

　

5
年
次
開
講
科
目「
ア
ド
バ
ン
ス
ト
臨
床
薬
学
」

で
は
、関
西
医
科
大
学
の
池
田
広
記
氏
の
ほ
か

複
数
の
医
師
に
よ
る
リ
レ
ー
形
式
で
肝
炎
治
療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、呼
吸
器
疾
患
の
薬
物
療
法
、薬
物

治
療
に
果
た
す
薬
剤
師
の
役
割
、Ｔ
Ｄ
Ｍ（
治
療

薬
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）の
基
礎
と
Ｐ
Ｋ

－

Ｐ
Ｄ（
薬
物

動
態
学
と
薬
力
学
）理
論
の
応
用
、深
在
性
真
菌
症

と
そ
の
治
療
薬
、薬
剤
師
に
よ
る
臨
床
研
究
の
進
め

　

１
年
次
対
象
の

　

連
携
４
病
院
の
看
護
師
に
よ
る

　

特
別
講
演
を
実
施

　

看
護
学
部
で
は
、専
門
職
と
し
て
の
意
識
の

醸
成
、人
格
的
な
成
長
を
培
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

１
年
次
を
対
象
に「
キ
ャ
リ
ア
入
門
」を
開
講
し
て

い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、7
月
に
、現
場
で
活
躍

す
る
看
護
師
を
外
部
講
師
と
し
て
招
き
、特
別

講
演
を
実
施
し
ま
し
た
。講
師
に
は
卒
業
生
も
含
ま

れ
て
お
り
、職
場
で
着
用
し
て
い
る
白
衣
で
登
壇
、

普
段
ポ
ケ
ッ
ト
に
携
帯
し
て
い
る
物
品
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。白
衣
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に

は
、医
療
用
の
は
さ
み
や
テ
ー
プ
、タ
イ
マ
ー
付
き

の
電
卓
、メ
モ
な
ど
数
多
く
の
物
品
が
入
っ
て
お
り
、

学
生
は
そ
の
量
の
多
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、手
術
室
の
看
護
師
か
ら
は
医
療
用
手
袋
の

装
着
方
法
の
説
明
が
あ
り
、実
際
に
体
験
し
ま

し
た
。参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、「
看
護
師
に
な
る

た
め
に
学
生
時
代
は
何
を
す
る
べ
き
か
が
分
か
っ
た
」

「
将
来
ど
の
よ
う
な
看
護
師
に
な
り
た
い
か
を
深
く

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。学
生
は
、こ
れ
か
ら
看
護
学
の
専
門
科
目
を

学
ん
で
い
き
ま

す
。外
部
講
師
と

し
て
講
演
し
た

卒
業
生
の
よ
う

に
、地
域
で
活
躍

で
き
る
看
護
師

を
目
指
し
ま
す
。
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研究
支援

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
8

〜
大
学
見
本
市
＆
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
〜

　
研
究
支
援
・
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
で
は
、産
学

連
携
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
の
産
学
マ
ッ
チ
ン
グ

の
場
と
し
て
、大
学
で
創
出
し
た
研
究
成
果
の
社
会

還
元
を
促
進
し
、産
学
連
携
へ
の
端
緒
と
な
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
J
S
T（
国
立

研
究
開
発
法
人 

科
学
技
術
振
興
機
構)

が
主
催
す
る

国
内
最
大
規
模
の
産
学
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
で
あ
り
、

例
年
、東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト(

東
京
・
有
明)

に
お
い
て

開
か
れ
ま
す
。今
年
度
は
、8
月
30
日
・
31
日
の
2
日

間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、本
学
か
ら
4
件
の
ブ
ー
ス

展
示
を
行
い
ま
し
た
。各
ブ
ー
ス
に
は
多
く
の
企
業

関
係
者
や
大
学
・
官
庁
関
係
者
な
ど
が
訪
れ
、展
示

内
容
に
つ
い
て
熱
心
に
見
学
す
る
姿
が
見
ら
れ
、

活
発
な
質
疑
応
答
な
ど
大
変
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。展
示
内
容
は
い
ず
れ
も
大
好

評
を
得
、新
た
な
共
同
研
究
の
提
案
等
も

多
数
生
じ
て
い
ま
す
。今
後
も
多
く

の
研
究
者
に
研
究
成
果
発
表
の

場
を
提
供
で
き
る
よ
う
、

よ
り
一
層
の
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

情報教育
支援

13

CALL自習室をオープンしました
（寝屋川キャンパス／10号館6階）

　パソコンを用いた外国語自習スペースとして、

CALL自習室をオープンしました。15台のパソコンに

ヘッドセットを取り付け、e-Learning英語教材であるATR 

CALLを用いての学習が行える環境を整備しました。このほか、

Webカメラを利用したSkypeによるビデオ

通話や、ノートパソコンを持ち込んで自習

することも可能です。グループワークや、

仲間と相談しながら課題を進めたいとき

などにも活用することができます。

情報メディアセンター

教員対象のMoodle研修会を開催しました
（寝屋川キャンパス）

　アクティブ・ラーニング研究会との共催で、教員を対象と

したMoodleの研修会を8月1日、寝屋川キャンパスで開催し

ました。本研修会は1月28日にも実施しており、両日で延べ

約100人の教員が参加しました。研修会では実機を用いて

Moodleの基本から応用までとその利用方法を体験するとともに、実際にMoodleを授業で

活用している教員の事例紹介や意見交換を行いました。教員自らがICTを活用したティーチング

スキルを高めることで、学生の能動的な学びの促進を支援しています。

開室時間
（授業期間中）

月～金
9:00～18:10

e-Learning説明会を
開催しました
（寝屋川・枚方キャンパス）

　4月23日、24日に寝屋川キャ

ンパス、4月16日、27日に枚方

キャンパスで、e-Learning英語

教材「ATR CALL」および「リンガポルタ」の説明会を開催しま

した。両キャンパスで約320人の学生が参加し、システムに

関する操作説明を受けた後、英語の課題に取り組みました。

両システムとも学内のCALL教室や情報処理（演習）室の

パソコンからだけなく、学外からの利用も可能となっています。

出
典
名
・
発
表
者
・
概
要

水
／
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
系
バ
イ
オ
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

搭
載
環
境
調
和
型
建
築
デ
ザ
イ
ン

住
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
川
上 

比
奈
子 

教
授

（
共
同
研
究
者
：
生
命
科
学
科
　
松
尾 

康
光 

教
授
）

　（
水
素
ガ
ス
を
直
接
導
入
し
な
い
）光
合
成
に
よ
る
プ
ロ

ト
ン
生
成
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
燃
料
電
池
に
つ
い
て
の

展
示
を
行
う
と
と
も
に
、建
築
空
間
と
の
融
合
例
を
紹
介
。

具
体
的
に
は
、廃
棄
植
物
か
ら
抽
出
し
た
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
に

よ
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
成
さ
れ
る
様
子
と
と
も
に
、こ
れ

を
導
入
す
る
建
築
空
間
の
模
型
を
展
示
し
ま
し
た
。さ
ら

に
、展
示
パ
ネ
ル
な
ど
で
、本
技
術
に
よ
り
、ク
リ
ー
ン
で

分
散
型
か
つ
リ
サ
イ
ク
ル
要
素
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
製

が
可
能
で
あ
る
こ
と
も
紹
介
し
ま
し
た
。

流
れ
の
撮
影
画
像
か
ら

物
体
に
作
用
す
る
力
を
直
接
計
測
す
る
技
術

機
械
工
学
科
　
植
田 

芳
昭 

准
教
授

　
流
れ
の
可
視
化
撮
影
の
方
法（
ノ
ウ
ハ
ウ
）に
始
ま
り
、

そ
の
撮
影
画
像
か
ら
流
れ
場
の
速
度
を
算
出
す
る
方
法

（
従
来
の
P
I
V
計
測
技
術
）、さ
ら
に
本
出
展
技
術
で

あ
る「
流
れ
の
撮
影
画
像
か
ら
、流
体
中
の
物
体
が
流
れ

か
ら
受
け
る
抵
抗
・
揚
力
・
ト
ル
ク
を
算
出
す
る
技
術
」に

つ
い
て
概
説
し
、単
純
な
流
れ
場
を
例
に
、そ
の
有
用
性
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

簡
単
・
安
価
・
均
質
な
群
れ
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る

探
索
シ
ス
テ
ム

電
気
電
子
工
学
科
　
片
田 

喜
章 

准
教
授
　

　
一
台
数
千
万
、数
億
円
と
い
う
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
で
は

な
く
、全
体
で
1
0
0
〜
2
0
0
万
円
程
度
を
想
定
し
た

シ
ス
テ
ム
の
構
築
技
術
の
展
示
を
は
じ
め
、こ
の
提
案

シ
ス
テ
ム
を
適
用
し
た
屋
内
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
タ
ー

ゲ
ッ
ト
探
索
に
つ
い
て
も
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

お
ふ
く
ろ
の
味
が
食
べ
た
い
！

電
気
電
子
工
学
科
　
西 

恵
理 

講
師

　
電
子
天
秤
、光
セ
ン
サ
お
よ
び
P
C
よ
り
構
成
さ
れ
た

計
測
シ
ス
テ
ム
を
展
示
。電
子
天
秤
上
の
光
セ
ン
サ
を

内
蔵
し
た
台
に
載
せ
た
食
材
を
使
用
す
る
と
、食
材
の

種
別
、使
用
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
、使
用
量
が
記
録
で
き
、

レ
シ
ピ
の
作
成
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
実
演
展
示
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、レ
シ
ピ
を
出
力
す
る
と
、投
入
す
べ
き
食
材
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
指
示
さ
れ
る
画
面
も
表
示
し
ま
し
た
。

本学展示ブースの様子
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女子Caféでは、高校生が話し
やすいように接し、質問に的確に
答える難しさを経験。また、大学
への興味が高まり、他学部の授業
を受けるきっかけにもなりました。

北 祐美子
経営情報学科 2年次

オープンキャンパスでも活躍！

女子Café実施
女子高生向けイベントとして女子Caféとフォトスポットを

企画。所属する学部以外の友人に学びの内容などを事前

にヒアリングしたり、自然な会話の中で質問を引き出し的

確に答えられるよう努めるなど、メンバーに

とっても有意義な機会となりました。

高校生も数多く来場する本学大学祭において、人気イベ

ントの一つでもある摂南大のミス・ミスターのグランプリ

を決める「セツコレ」。ここでも告知や会場誘導などで

協力しました。

大学祭も盛り上げました！

Ms.＆Mr. UNIVERSITY
of SETSUNAN

COLLECTION（セツコレ）協力

14

SGPの活動を通して、さまざまな
視点から物事が見られるように
なり、意見も積極的に発信でき
るようになりました。

菊池 智子
経営情報学科 3年次

みんなの意見を反映し、さらに
ニーズに合ったものを作り出す
という貴重な経験ができ、就活
の際にも自信につながりました。

平田 理紗子
経営学科 4年次

和気あいあいとした中で自然と
積極性が高まります。自分も意見
を出し、周りの意見も聞いてまと
める力が身につきました！
浅田 朋美

経営情報学科 3年次

SGP メンバー一人ひとりにも

うれしい成果！

女子学生による広 報プロジェクト♥
●成 ●れ●が●実 ●

●
て●果●に ●表 ●い●ま●す ！

女子学生の割合〈大学比較〉

34%    

  
 
28%  

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

摂南  龍谷  神戸学院 追手門学院 京都産業 近畿  桃山学院 

他大学のデータ元：旺文社「大学の真の実力」

2014年の発足以来、
女子高生に向けて、本学の学び、部活、
キャンパスライフの魅力を
女子目線で発信している
SETSUNAN GIRLS PRESS（SGP）。
多彩な活動を通してメンバーたちが
成長を果たすとともに、
「女子入学者比率の５年間連続上昇」
という成果も生み出しています！

38% 37%
33% 32% 30%
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これまでの主な活動実績

○SGP特設サイトの開設

○部活やサークルへの取材、受験生への応援メッセージ動画の制作

○女子向け学食メニューの企画・開発

○雑誌・non-no（集英社）とのコラボ企画の実施・特設サイト開設
　専属モデルも参画した冊子の制作やイベント実施など

○フォトスポットの制作

○日めくりカレンダーの制作

自分たちのアイデアが形に
なっていく広報誌制作はやり
がいがいっぱい。メンバーと
の仲も深まっています！

白田 栞菜
法律学科 1年次

5 期生が新メンバーに加わり、

活動内容もますます充実！

現在進行中の活動
摂南大の魅力を伝える

広報誌の制作
キャンパスライフを紹介する広報誌の制作では、メン

バーが企画からアイデアを出し合い形にしていきます。

今年も寝屋川キャンパスへのアクセスターミナルとなる

寝屋川市駅・茨木市駅・大日駅周辺を紹介するリーフ

レットを制作（9月28日発行）。女子高生をターゲットに読み

やすく、魅力が伝わる企画やデザインに拘っています！女子高生とつながる！

インスタグラムの開設
広報活動に欠かせないSNS活用の一環として、フェイス

ブック、ツイッターに続いて、今年7月にインスタ

グラムを開設。プロジェクトメンバー自らが、

写真を通してそれぞれの活動や日常を

発信しています。

15

SETSUNAN GIRLS PRESSの
インスタグラムを開設 ！

ぜひフォローしてください。

SGPは企画ごとに参加メンバーが
主体的に取り組んでいます。私は部活
紹介動画でチームリーダーとして撮影
方法や日程調整などに力を注ぎました！ 

馬城 愛美
経済学科3年次

@setsunan_sgp

学外の業者と調整を図るなどのサポートは行って

いますが、あくまで主役はメンバーたち。初めは消極

的だった学生も、自分の意見が言えるようになり、

やがてみんなの意見を集約して一つの成果を導き

出す力を身につけています！

入試部　喜井 奈津帆

主体的な活動を応援しています！

女子学生による広 報プロジェクト♥●5
●年 ●着
●目 ●実●を●迎●え●、

イベントなどで
着用している

オリジナルTシャツ。
ピンクはSGPの
テーマカラー。
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国歌斉唱／常翔学園中学・高校合唱部

16

ホームカミングディ
 in 京セラドーム大阪

All摂南大学Dayを開催
9月2日、京セラドーム大阪（大阪市西区）で「All 摂南
大学 Day」を開催しました。8回目を迎えた同イベ
ントに、卒業生や在学生ら約1000人の摂南ファミ
リーが集い、本学協賛試合「オリックス・バファローズ 
対 埼玉西武ライオンズ」戦を楽しみました。
今年は、ホームカミングディとしての一体感をさらに
高めようと、参加者全員に大学オリジナルのマフ
ラータオルやスティックバルーンを配って応援を
呼び掛け、会場の雰囲気を演出しました。

Se
tsu

na
n n

ew
s

読売テレビアナウンサー 林 マオさん

本学卒業生のご子女で、読売テレビアナウ

ンサーの林マオさんが「SETSUNAN」と「10」

の背番号のユニフォームで始球式に登板し

ました。テレビでもおなじみの明るい笑顔

で球場の声援に手を振って応えたマオさん。

素晴らしいピッチングを見せ、会場は大い

に盛り上がりました。

2020年4月、枚方キャンパスに設置構想中の

農学部と連携予定の「類農園」が、産地直産の

“減農薬”や“農薬を使っていない”旬な青果を

販売しました。

マルシェ出展　農学部（設置構想中）をPR

「緊張しましたが、
忘れられない記念の
一日になりました」

関係の深
い地域と

の連携活
動を紹介

するため
、

協定を締
結してい

る自治体
のマスコ

ットキャラ

クターに出
演していた

だきました
。

自治体マ
スコットキ

ャラクタ
ーショー

寝
屋
川
市

ね
や
丸
く
ん

は
ち
か
づ
き
ち
�
ん

枚
方
市

ひ
こ
ぼ
し
く
ん

交
野
市

お
り
ひ
め
ち
�
ん

す
さ
み
町

イ
ノ
ブ
�
タ
ン
大
王

由
良
町

ゆ
ら
の
助

試合前のグラウンド内で摂南ファミリーがキャッチボールを楽しみました。
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入試インフォメーション

【お問い合わせ先】　入試部（寝屋川キャンパス） TEL：072-839-9104　http://www.setsunan.ac.jp/nyushika/

入試区分 募集学部 試験日 出願期間 合否発表日

10月 9日（火）～10月24日（水）

法学部

外国語学部

経済学部

経営学部

理工学部
住環境デザイン学科のみ

[文系型]

全学部

全学部

11月13日（火）

11月 1日（木）～11月17日（土） 12月 6日（木）

11月 3日（土）

11月 4日（日）

11月25日（日）

A日程

B日程

全学部 2月 8日（金）～ 2月26日（火） 3月17日（日）3月 5日（火）後期日程

1月 1日（火）～ 1月12日（土）前期

全学部 1月 1日（火）～ 1月30日（水）
2月21日（木）本学個別

学力試験は
課しません

中期

2月 8日（金）～ 2月26日（火） 3月17日（日）後期

1月 1日（火）～ 1月30日（水）

法学部

外国語学部

経済学部

経営学部

理工学部
住環境デザイン学科のみ

[文系型]

全学部

2月21日（木）
2月 9日（土）

2月10日（日）

前期B日程・
BC日程※

全学部 1月 1日（火）～ 1月12日（土）

A日程
2月 6日（水）
AC日程

2月21日（木）

1月22日（火）

1月23日（水）

前期A日程・
AC日程※

公募制
推薦入試

公募制
推薦入試

一般入試

大学入試
センター試験
利用入試

※AC・BC日程は「センター試験プラス方式」

17

2019年度入試日程表

学外試験会場

A日程
11月 3月（土）

11月 4月（日）

大阪（堺）、京都、神戸、尼崎、奈良、和歌山、高松

大阪（堺）、京都、神戸、尼崎、姫路、奈良、和歌山、名古屋、岡山、広島、高松、福岡

大阪（堺）、京都、神戸、奈良、和歌山、高松　※）薬学部・看護学部は本学（寝屋川キャンパス）のみで実施B日程 11月25日（日）

一般入試

前期
A日程

1月22日（火）

1月23日（水）

大阪（天王寺）大阪（堺）、京都、神戸、尼崎、姫路、奈良、和歌山、金沢、名古屋、
岡山、広島、米子、高松、福岡

大阪（堺）、京都、神戸、奈良、高松

大阪（天王寺）、大阪（堺）、京都、神戸、奈良、和歌山、名古屋、岡山、広島、高松

前期
B日程

2月 9日（土）

大阪（天王寺）、大阪（堺）、京都、神戸、尼崎、奈良、和歌山、岡山、高松2月10日（日）

特別
奨学金
制度

　「一般入試前期A日程」「大学入試センター試験利用入試前期」の入試成績優秀者を「特別奨学生」として

認定します。一般入試前期A日程は1年次の年間授業料と教育充実費の半額相当額を、大学入試センター試験

利用入試前期は1年次の年間授業料と教育充実費の全額相当額を入学初年度に限り奨学金として給付します。
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保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
、日
頃
よ
り
摂
南
大
学
後
援
会

の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、後
援
会
会
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

後
援
会
は
、大
学
と
家
庭
と
の
連
携
を
密
に
し
、よ
り

良
い
教
育
環
境
の
提
供
を
目
指
し
、5
つ
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。中
で
も
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

教
育
懇
談
会
に
つ
い
て
は
、ご
子
女
の
様
子
を
担
当
の
先
生

か
ら
直
接
聞
く
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
と
も
出
席
い
た
だ
き
、日
々
の
不
安
を
解
消

い
た
だ
く
と
と
も
に
、参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
の
場
と

し
て
も
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。就
職
状
況
に

つ
い
て
も
大
学
の
就
職
担
当
職
員
が
相
談
を
受
け
て
お
り

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
、今
後
と
も
後
援
会
活
動
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、各
種
行
事
へ
の
積
極

的
な
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2
0
1
8
年
度
後
援
会
総
会
を
5
月
26
日
、寝
屋
川

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。開
催
に
先
立
ち
、神
田
会
長

の
挨
拶
の
後
、議
長
に
河
村
彰
則
前
副
会
長
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。後
援
会
会
則
変
更
の
件
、2
0
1
8
年
度
事
業

計
画
お
よ
び
予
算
の
件
に
つ
い
て
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。2
0
1
8
年
度

後
援
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

家
庭
と
大
学
を
つ
な
ぐ
連
携
の一つ
と
し
て
、教
育
懇
談

会
で
は
、教
員
と
の
個
別
懇
談
等
の
機
会
を
設
け
て
お
り

ま
す
。

　

2
0
1
8
年
度
春
期
教
育
懇
談
会
を
6
月
9
日
に

開
催
し
ま
し
た
。寝
屋
川・枚
方
両
キ
ャ
ン
パ
ス
合
わ
せ
て

6
1
2
組
8
2
9
人
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
部
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見・ご
感
想
を
掲
載
し
ま
す
。

春
期
教
育
懇
談
会
を

開
催
し
ま
し
た

後
援
会
長 

挨
拶

の
三
役（
左
記
参
照
）が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、新
た
に

9
人
の
新
役
員
候
補
者
が
承
認
さ
れ
、計
64
人
の
新
運
営

体
制
が
整
い
ま
し
た
。

神田 耕吉(薬学部）

十河 欣也(理工学部)

平井 良治(経営学部)

山下 栄(経営学部)

仲田 久美子(薬学部)

加賀 久美子(法学部)

伊瀬 徹(経済学部）

中見 江美子(看護学部)

会　長

監　事

副会長

【２０１8年度 新三役】（※敬称略）

2018年度 事業計画
【1】大学と家庭との連携強化
　  キャンパスガイド・大学広報誌「さやけき」の送付 ほか

【２】教育懇談会の実施
　  春期・秋期の年2回開催
　  （それぞれ寝屋川・枚方両キャンパスで実施。秋は学外でも実施）

【３】教育に対する援助
　  研究発表・ゼミ旅行・資格試験への援助 ほか

【４】学生の課外活動に対する援助
　  課外活動・大学祭への援助 ほか

【５】就職活動に対する援助
　  保護者向け就職支援冊子作成援助・就カツセミナー開催費用援助 ほか

後援会 会長
神田 耕吉
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秋
期
教
育
懇
談
会
は
、本
学

（
寝
屋
川・枚
方
）会
場
に
加
え
て
、

学
外
8
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、8
月
に
送
付

の
案
内
状
、ま
た
は
本
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

①日本学生支援機構奨学金（JASSO）の緊急／応急採用

②貸与金額の増額（すでにJASSO奨学生の場合）

③地方公共団体・民間奨学団体の奨学金

奨学金 必要

必要

不要

不要

団体により異なる

学費減免制度（※給付制の学内奨学金を受給している者等、
適用対象外となる場合があります）

JASSO支援金（自然災害等により住居に被害を受けた場合）

①国の教育ローン

②本学との提携ローン
教育ローン

学費減免

一時金

日本政策金融公庫

学費サポートプラン
　（オリエントコーポレーション）

悠裕プラン（ジャックス）

区　分 名　称 返済の要・不要

奨学金・教育ローン・学費減免・アルバイト等のご案内

アルバイトのご案内
パソコンや携帯電話からいつでもどこでも安心な求人情報が入手できる
サービスを提供していますので、有効に活用してください。
◎利用にあたっては、㈱ナジックへのアルバイト登録が必要です。
　登録希望の方は、本学のHP⇒学生生活⇒「学生マンション・アルバイトについて」から
　手続きしてください。

◎申請にあたっては、申請書をはじめ収入に関する書類等が必要です。
　また、募集案内や説明会等、奨学金に関することはポータルサイトでお知らせしますので、
　情報を見落とさないよう留意してください。

不慮の事故や災害等により家計が急変し、
学業継続に支障が生じた場合の経済支援策をご案内します。

〜
参
加
い
た
だ
い
た

　
　
　
　
皆
さ
ま
か
ら
の
声
〜

●
他
大
学
に
通
う
保
護
者
の
方
に
聞
く
と
、こ
の

　
よ
う
な
懇
談
会
を
実
施
し
て
い
る
大
学
は
少
な
い

　
よ
う
で
す
。特
に
個
別
懇
談
で
担
任
の
先
生
と

　
お
話
で
き
る
機
会
が
持
て
る
こ
と
は
、と
て
も

　
あ
り
が
た
い
で
す
。（
理
工
学
部
）

●
先
生
方
に
は
個
別
懇
談
で
と
て
も
親
切
に
き
め

　
細
か
く
指
導
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り

　
ま
す
。 （
外
国
語
学
部
）

●
子
ど
も
が
通
う
大
学
の
見
学
も
兼
ね
る
こ
と
が

　
で
き
、良
か
っ
た
で
す
。

　
就
職
活
動
の
方
法
や
取
り
巻
く
環
境
も
私
の

　
頃
と
は
全
然
違
う
の
で
、分
か
り
や
す
く
説
明

　
し
て
い
た
だ
き
、非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　（
経
営
学
部
）

●
毎
回
、大
学
生
活
の
様
子
や
成
績
等
に
つ
い
て

　
ご
相
談
で
き
、心
強
か
っ
た
で
す
。（
薬
学
部
）

●
担
当
の
先
生
と
お
話
を
す
る
機
会
が
持
て
、

　
こ
の
懇
談
会
に
は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。　

　（
看
護
学
部
） 

秋
期
教
育
懇
談
会
の
ご
案
内

参加者個別懇談の内容について
2018年度春期教育懇談会アンケート結果
(有効回答数202件集計)

会　場日　程

本学【寝屋川】10/ 6(土)

本学【枚方】10/20(土)

高松 ・ 広島10/13(土)

福岡10/27(土)

奈良11/10(土)

福井 ・ 米子11/11(日)

名張11/17(土)

難波11/18(日)

【２０１8年度 開催スケジュール】

≪ 本学ホームページ 後援会サイト ： http://www.setsunan.ac.jp/family/kouenkai/education.html ≫

不満
0.5%

やや不満
1%

就職講演の様子

個別懇談の様子（昨年度）

非常に満足

32.3%
満足

50.5%

普通

15.8%

毎年多くの保護者の皆さまに参加いただき、
さまざまな声をいただいています！

「非常に満足」
＋

「満足」

82.7%

家計が急変し、学費の支払いに困った場合は



■法学部　■外国語学部　■経済学部　■経営学部　■理工学部

■薬学部　■看護学部　●大学院

 : 2018（平成30）年9月30日
 : 摂南大学 学長室 企画課

 : 072-839-9450
 : http://www.setsunan.ac.jp

〒572-8508　大阪府寝屋川市池田中町17-8

発行日
発 行
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「さやけき」とは

「清けき」と書き、明るい、清 し々い、清く澄んでいる
などの意味を表します。大学歌に「学風さやけき
摂南の～」の詞があるとおり、本学の明るく、若さ
あふれる清 し々いイメージを象徴する言葉です。

表紙の人

（左から）白田 栞菜さん、馬城 愛美さん、北 祐美子さん
女子学生による広報プロジェクト、SETSUNAN GIRLS 
PRESS（SGP）メンバーの3人です。広報誌制作やオープン
キャンパスでの女子Café開催などを通して、本学の魅力
を発信。入学者における女子比率アップに大いに貢献
しています！（本誌P14・15でも紹介しています）
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摂南大学広報誌

　農業就業者の高齢化や耕作放棄地の拡大、食料自給率の低下など、
さまざまな課題を抱えている現代社会。一方で企業の農業参入、ロボット
技術・ICT（情報通信技術）・AI（人口知能）を活用した新たな農業など
イノベーションの兆しがみられ、食料・農業を取り巻く環境は大きく変化
しています。こうした社会や時代のニーズに応えるべく、グローバル視点
で食と農に関する知識・技能を持ち、課題解決に取り組める人材育成を
めざし、2020年4月「農学部」を設置します。（2019年3月設置認可申請予定）

摂南大学「農学部」は、SDGsを推進します。

■SDGsとは？
SDGsは、2030年までに、持続可能な未来社会の実現をめざす
17の目標。摂南大学「農学部」は、農学を通して、より良い未来
を拓く人材育成と研究・開発、社会実践に取り組みます。

http://www.setsunan.ac.jp/nogaku/

摂南大学広報誌
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● 初年次教育プログラムスタート！ …… P.04
● SETSUNAN 
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